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大

島
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一
七
二

宮
沢
賢
治
の
信
仰
歴
程大

島

宏

之

賢
治

の
生
涯

と
そ
の
信
仰
を
対
比
し

て
眺
め
る

と
、
明
確
な
時
代
区
分
を
有

す

る
こ
と
が
判
る
。

田
幼
時
よ
り
自
然
に
経
を

口
ず
さ
み
、

信
仰
的
感
化
を
自
己

の
習
性

化
し
て

い
た
時
期
、

明
治
三
二
年
明

治
四
四
年
。

こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
賢

治

の
動
向
が
話
柄
と
し
て
、
逸
話
的
に
語

ら
れ
て

い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
上
限
は

「
年
譜
」

の

「
三
歳
、
浄

土
真
宗
の
経

典

『
正
信
偶
』
『
白
骨

の
御
文
章

』
を
家
人
か
ら

聞

い
て
暗

諦
」
(
宮

沢
清

六

編

・
『
宮
沢
賢
治
全
集
』

一
二
巻
、

筑
摩
書

房
、

S
4
3
)
 
の
項

を

取

り
、
下
限

は
賢
治
自
身
の
証
言
 
(
書
簡

・
M
4
5
・
5
父
宛
、

そ
れ
以
前
)
 を
根
拠
と
し
た

な
お
賢

治
の
幼
時
期
に
関
し
て
は
、

詳
細
な
聴
聞
が
必
要

と
さ
れ
る
。

同
家

の
信
仰
に
同
化
し
、
真

宗

の
敬
慶
な
信
者

と
為
る

べ
く
懸
命
に
努
力
し

た
時
期
。

明
治
四
五
年
大

正
四
年
。

こ
の
時
期
か
ら
は
、

そ
の
時
代

区
分
を
書
簡

を
中
心
と
し
て
行
な

つ
た
。
同

期

の
上
限
は
、

「無
意
識

に
小
生

の
口
に
称
名

の
起
り
申
し
候
」
(
M
4
5
・
5
)

「
小
生
も
聞
き
噛

り
読

み
か
じ
り

の
仏

教
を
以

て
大
に
横

や
り
を
入
れ
申

し
候

」

「
小
生
は
す

で
に
道
を
得
候
。

歎
異

砂

の
第

一
頁
を
以
て
小
生

の
全
信
仰
と
致

し
候
。
」
(
T
1
・
1
1
)等

の
父

宛
書
簡

に
見
る
賢
治

の
信
心
の
自
覚

の
表
白
を

起
点
と
し
、

下
限
は
、
「
年
譜
」
の
大

正
三
年
九
月

『
法
華
経
』
を
読
む

の
項

を

別
に
す
る
と

(
「年
譜
」

の
作
成
年

次
に
よ

つ
て
同
項
は
、

二
、
三

年

の
ず

れ

が
生
じ
て
い
る
。
拙
論

「
宮
沢
賢
治
と
法
華
経
」
『
印
仏
研
究
』

二
三

巻

二
号

参

照
)
、
大

正
五
年

四
月

の
高
橋
宛
書
簡
に

「
聖
道
門

の
修
業
者
」

と

し

て
努

力
し

て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
の
で
、
真
宗

の
信
仰

の
ピ
リ
オ
ド
を

一
応

大
正
四

年

と
し
た
。

同

『
法
華
経
』
経
典

に
出
会

い
、
自

か
ら
選

ん
だ
信
仰

と
し
て
、
そ

の
信
仰

に
遙
進
す

る
時
期
。

大
正
五
年
大

正
九
年

中
旬
。

こ
の
期

の
特
徴
は
、

自
身

の
内
な
る
、
批

判
力
も
抵
抗

力
も
な

い
無
菌
状
態

の
年

代
に
培

わ
れ
た
信
仰
態
度
を
追

い
詰

め

つ
つ
、
真
宗
信
仰

と
の
対
比

・
対

決

の
形
態

を
内
在
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ

の
間

の
特

筆

す

べ
き

事

項

に

は
、
父

と
の
信
仰
を
続
る
確
執
が
あ
る

(拙

論

「賢

治
に
お
け
る
家

の
宗
教

の

問

題
」
『
印
仏

研
究
』
二
四
巻

二
号
参
照
)
。
賢
治
と
父
が
信
仰
上
の
問
題

で
対

立
を
生
ず

る
よ
う
な
き
ざ
し
を
見
せ
始
め
た
の
は
、

阿
部
孝

が
、
「
幼

年

か

ら

培

わ
れ
た
仏
教

へ
の
関
心
が
高

ま
り
を
見

せ
は
じ
め
、

同
時
に
早
熟

な
精
神
的

自
覚
が
あ

つ
た
」

と
報
告
す
る

(「
中
学
生

の
頃
」
『
四
次
元
』

一
一
巻

一
号
)
、

盛
岡
申
学
四
、
五
年

の
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
本
格
的
論
争
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
期

で
あ
る
。

こ
の
区
分
の
上
限
は
、

前
述

の

『
法
華
経
』
経
典

と
の
出
会

い
で
あ
り
、

下
限
は
、
国
柱
会
信
行
部

へ
の
入
会

を
そ
の
境
界

と
し
た
。

回

日
蓮
上
人
に
帰
依
し
、

田
中
智
学

の
命

に
従

つ
て
、
自
ら
を
投
ず
る
、

い

わ
ゆ
る
猛
進

の
時
期
。
大
正
九
年

下
旬

大

正

一
〇
年
。

上
限
は
前
述
。

下
限
は
、

出
京
中
妹

ト
シ

(家

族
中
唯

一
の

「
信
仰

の
道

つ

れ
」
、
宮
沢
清
六
著

「兄
賢
治

の
生
涯
」

二
五
〇
頁
、

『
宮

沢
賢
治
研
究
』
筑
摩

書
房
、

S
4
4
)の
病
の
報
に
接

し

(前
同
、

二
四
九
頁
)
、
帰
郷
し

た

時

点
を

充

て
た
。

こ
の
期
は
、
期
間
的
に
短

い
が
、
大

い
な
る
生
命

の
燃
焼
と
、
作
品

群

の
排
出
、

親
友

(
同
信

の
徒
)

と
の
訣
別
、

無

断
の
出
京
等
、

生
涯
に
お
け

る

ド
ラ

マ
チ

ッ
ク
な
境
遇

の
変

化
が
齎

ら
さ
れ
た
時
期

で
あ

る
。
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僻
自
己

の
内
的
充
実
を
目
的

ど
し
つ
つ
も
、
信
仰

を
背
景

ど
し
た
社
会
的
発

言
を
世
に
送
り
出
し
た
時
期
。

大
正

一
一
年
-
大

正

一
五
年

上
旬
。

こ
の
期
間
は
、
賢

治
が
花
巻
農
学
校
に
在
職

(大

正

一
〇
年

一
二
月
三
日
ー

同

一
五
年
三
月
末
ま
で

の
四
年
四

ヶ
月
)

し
た
期
間
を

示
す
。

賢
治

に
と

つ
て

こ
の
時
期
は
、

「
私
も
農
業
校

の
四
年
間
が
い
ち
ば

ん
や
り
甲
斐

の
あ

る
時

で

し
た
。

…
…
し

か
も
そ
の
頃
は
な
ほ
私
に
は
生
活

の
頂

点

で
も

あ

つ
た

の

で

す
。
」

(
沢
里
武

治
宛
書
簡
、

S
5
・
4
・
4
付
)
 
と
位
置
付
け
ら
れ
る
充
実
期

で
、

生
涯
生
業

の
問
題

で
苦
し
ん
だ
賢

治
が
、

職
業

の
定
着
と

い
う
意
味

で
も

安
定
期

と
呼

べ
る
時

で
あ

つ
た
。

し
か
し
周
囲
が
賢
治

の
直
接
的
信
仰
活
動
を

許
容
す

る
状
況

に
無
か

つ
た

(
拙
論

「賢
治
に
お
け
る
家

の
宗
教

の
問
題
」
前

掲
参
照
)

た
め
、
周
囲

に
向
け
る
説

得
の

エ
ネ
ル
ギ

ー

・
力
を
社
会
と

い
う
漠

と
し
た
対
象

(不
特
定
多
数
)

に
向

け
、
『
心
象

ス
ケ
ッ
チ

・
春
と
修
羅
』
『
イ

ー

ハ
ト
ヴ
童
話
集

・
注
文

の
多

い
料

理
店
』
と

の
二
著
書
刊
行
に
託
し

て
、
自

己
主
張

を
行

つ
た
。

こ
の
唯

一
の
安
定
感
に
支
え
ら
れ
た
教
員
時
代
も
長
く
は

続

か
ず
、

一
箇
所
に
定
着
出
来
ぬ
賢

治
の
性
情

(
「
兄
は
、

い
つ
で

も

何

か

を

求

め
、
新

し
い
も

の
新

し
い
も

の
と
考
え

て
、
多
く

の
世
界
を
持

つ
て
い
た
」

妹

し
げ

の
証
言
、

森
荘
已
池
著

『
宮

沢
賢
治

の
肖
像
』

=

九
頁
、
津
軽
書
房
)

を
剥
き
出

し
に
し
た
。

「
学
校
を
や
め
て

一
月
か
ら
東
京

へ
出

る
筈

だ

つ
た

の

で
す
。
」
(
森
佐

一
宛
書
簡
、

T
1
4
・
1
2
・
2
3
付
)
 

と
書
簡

に
見
る
如
く
、

退
職

間
際
に
は
、

賢
治

の
郷
里
在
住
の
気
持

に
も
、

不
安
定
さ
が
混

入
し

て
い
る
。

同
郷
里

に
骨
を
埋
め

る
こ
と
を
覚
悟
し
、

農
民
と
共
に
、

生
活
の
場
で
の
実

践
を
通
し

て
信
仰
を
深
め

て
い

つ
た
時
期
。
大

正

一
五
年

中
旬
-
昭

和
八
年
。

農
学
校
を
退
職
し
た
賢
治
は
、
花
巻

の
郊
外

・
下
根

子

(祖
父

の
代
に
療
養

の
た
め
建

て
た
家
)

に
移
り
住
み
、
大
正

一
五
年

八
月
、
農

民
の
た
め
の
私
塾

「
羅
須
地
人
協
会
」

を
設
立
し
た
。
賢
治
は
居

を
構

え
る
に
当

つ
て
、

土
に
塗

れ
た

腎
本
続

の
百
姓
」
を
目
差
し
た
が
辱
野
の
教
師
的
存
在
に
留

ま

つ
た
。

こ

の
期
で
特

に
問
題

と
さ
れ
る
点
は
、

賢
治

の
晩
年

に
対
す
る
評
価

で
あ
る
。

中

村
稔
は
、
農
村

で
の
賢
治

の
挫
折
を
顕
著
に
し
て
い
る
が

(
「
家

に

つ

い

て
」

『
宮
沢
賢
治
研
究
』
筑
摩
書
房
、

S
4
4
)
、こ
の
よ
う
な
見
方

の
み

で

は
、

死

の
十
日
前

の
教
え
子
宛

「
書
簡
」
(
拙
論

「賢

治
に
お
け

る
家

の
宗
教

の
問
題
」

前
掲
参
照
)
に
見
る
、

信
仰
者
ら
し

い
賢

治
の
卒
直
な

「
繊

悔
」
、
病

を

押

し

て
死
の
二
日
前
、

長
時
間
農
民
と
肥
料

の
相
談

を
し

て

い
た

(
宮

沢

清

六

著

「
兄
賢
治

の
生
涯
」
前
掲
、

二
五
四
頁
)

と
い
う
行
為
等
が
、
辻
褄

の
合
わ
ぬ

こ
と
に
な

つ
て
し
ま
う
。

や
は
り
こ

の
期
は
、
次

の
飛
躍
を
秘
め
た
内
省
期
と

捉
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

父

と
は
死

の
直
前
ま

で
信
仰
上

の
和
解
は
果

せ
な
か

つ
た
。

田
従
来

か
ら
肉

親
を
導
く

こ
と

の
難
し
さ
が
多

々
指
摘

さ
れ
て
お
り
、

ま
し
て
真

宗
の
熱
心
な

信
者

で
あ
り
、

そ

の
こ
と
が
社
会
的
存
在
と
な

つ
て
い
る
父
に
、
改
宗

を
追

る

こ
と
は
容
易
な
業

で
は
な

い
。
の
父
か
ら
見
た
賢
治

の
行
状
は
、

生
業

も
持

て

ず
、
何
や
ら
熱
に
浮
か
さ
れ
る
危
げ
な
存
在
と
映

つ
て
い
た
。

同
賢
治

に
と

つ

て
父
は
大

い
な
る
存
在
で
あ
り
、
故

に
語

り
合

い
も
そ
れ
ら

の
要
素

か
ら
、
賢

治
の
側
に
固
さ
が
生
じ
、
意

思
の
疎

通
を
阻
害

し
て
い
た
。

こ
の
様

な
状

況
下

に
あ

つ
た
た
め
、

親
子
の
真

の
出
会

い
が
な
さ
れ
な
か

つ
た

も

の

と
思

わ

れ

る
。と
も
あ
れ
賢

治
は
、

今
生
の
別

目
で
父

に
許

さ
れ

(
宮
沢
清
六
著

「
兄
賢

治

の
生
涯
」
前
掲
、

二
五
五
頁

)
、
法

華
経
信
者

と
し
て
の

一
生

を
閉

じ
、
静

か

に
眠
り
に

つ
い
た
。

宮
沢
賢
治
の
信
仰
歴
程
 
(
大

島
)
 

一
七
三
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